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研究成果の概要： 
重症静脈血栓塞栓症に対する血栓溶解・破砕・吸引療法を統合した新しいハイブリッド IVR 治
療システムに関する基礎・臨床応用に関する研究を行なった。特筆すべきは、手技に伴う肺動
脈内血栓塞栓子の遠隔塞栓が、肺動脈圧の上昇を来たすことを初めて明らかにしたことである。
手技中の肺動脈圧を持続的にモニターすることにより、手技に伴う遠隔塞栓が予知可能となっ
たため、本手技の安全性を一歩高めることができた。 
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１．研究開始当初の背景 

肺血栓塞栓症と深部静脈血栓症は、最近で

は静脈血栓塞栓症と総称されるようになっ

てきた。急性・重症例においては、迅速で的

確な診断と治療が不可欠である。急性期死亡

率が極めて高いからである。 

治療としては、抗凝固療法が古くから行わ

れてきたが、生命の危機に瀕している場合に

は効果は十分とはいえず、全身からの血栓溶

解療法と外科的血栓摘除術がそのような状

況下での治療法として選択されてきた。しか

しながら、冠状動脈・脳動脈などと比較して、

この領域では血栓量が極めて大量であるた

め、単に薬剤を投与しただけでは十分な効果

は期待できない。短時間に大量の肺動脈内血

栓塞栓子を処理する必要がある。また、発症

後、早期再発率は、7.9％-17％と報告されて

いる。いったん救命されても、再発予防・治

療をおこなわなければ、再度生命の危機に瀕



することになる。早期に下大静脈フィルタ－

を留置した上で、原因である深部静脈血栓自

体の治療を行わなければならない。 

カテーテルからの局所的血栓溶解療法、経

皮的血栓摘除術、特殊なﾃﾞﾊﾞｲｽを用いた経皮

的血栓破砕術は Interventional Radiology

（IVR）と総称される新しい治療法で、特に

静脈血栓塞栓症においても重症症例に対し

行われはじめてきた。しかしながら、本邦に

おいては、これに関する研究は端緒についた

ばかりである。 

 
２．研究の目的 

申請者は、この分野における血栓溶解・血

栓破砕・血栓吸引療法を統合したハイブリッ

ド IVR 治療システムを提唱し、研究を重ねて

きたが、いわば手作りのため、洗練されてお

らず、問題点も少なくなかった。 

本研究の目的は、重症静脈血栓塞栓症に対

する新しいハイブリッド IVR治療システムに

関する基礎研究を行い、臨床応用につなげる

ことにあった。 

 
３．研究の方法 

本研究においては、まず、血管ファント－

ムを用い、実際に作成した血栓に対し、破砕・

吸引実験を行う。これにより、重症静脈血栓

塞栓症に対するハイブリッドIVR治療に最も

適したシ-ス/カテ-テルシステムを決定する。

動物実験に進んだ後、最終的に、新規システ

ムの臨床応用を目指す。また、手技に伴う血

栓塞栓子の遠隔塞栓も問題となってきており、

これに対する解決法、あるいは予知について

も研究を進める。 

 
４．研究成果 

まず、安全性に特に留意した特注血管シ－

スと、それに適合する大口径の特注血栓破砕

カテ－テル・特注血栓吸引カテ－テルを設計、

作成した。そして、現有の血管ファント－ム

を用い、実際に作成した血栓に対し、破砕・

吸引実験を行った。これにより、重症静脈血

栓塞栓症に対するハイブリッドIVR治療に最

も適したシ-ス/カテ-テルシステムを決定し

えたため、動物実験に進んだ。動物実験の段

階でも格段の問題点は出現せず、システムの

安全性と有効性が実証された。 

そこで、臨床応用を開始することとした。

具体的には、本学付属病院に搬入された重症

静脈血栓塞栓症患者を対象として、十分なイ

ンフォームドコンセントを得た後、細心の注

意をもって、新しいハイブリッドIVR治療シス

テムの臨床応用を推進した。 

得られた成果については詳細に検討し、研

究発表・雑誌論文執筆・図書執筆を行った。

特筆すべきは、手技に伴う肺動脈内血栓塞栓

子の遠隔塞栓が、肺動脈圧の上昇を来たすこ

とを初めて明らかにしたことである。厳密な

統計処理を行ったこともあり、幸い“British

 Journal of Radiology”にその研究成果を掲

載させることができた。手技中の肺動脈圧を

持続的にモニターすることにより、手技に伴

う遠隔塞栓が予知可能となったため、本手技

の安全性を一歩高めた論文であると自負して

いる。 
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